
会津稽古堂研修室において「国際女性デーの意義を考える講演会」に協力団
体として8名参加。講師元井貴子氏の憲法から考えるジェンダー平等(社会に
潜むジェンダー不平等を考える)等を聴き意見の交換会などをいたしました。

昨年９月２６日、当クラブ４回目と
なるチャリティゴルフコンペ開催時、
国際女性デー、ピンクリボン活動へ
の理解を深めていただくために、参
加者の皆様に何か一つピンク色のも
のを身に着けて参加していただくと
同時に、活動報告のチラシ、ピンク
リボンティッシュをコンペ参加者の
皆様にお渡しいたしました。

“ キャッチ！ＳＯＳ ”: 乳がんの早期発見につとめましょう

SI 会津 2026.3.8

SI 秋田 2025.9.26



国際女性デー、ミモザの日に合わせ会員１７名、乳がん患者の会スマイル
あっぷる会員とフラワーアレンジメントを作成しました。バザーで集めた
ピンクリボン募金を贈呈し市役所広場でキャンペーンボードを掲げ啓発活
動を行いました。

SI 青森 2026.3.14

SI 旭川若葉 2026.2.18

夢を生きる女性のための教育訓練賞の北リジョン賞と若葉賞贈呈を移動例会
とクラブ内バザーに合わせて行いました。贈呈者とそのお子様、会員11名参
加ピンクブルゾンを着て乳がん早期発見の啓発活動に繋げました。



2月の例会にて奨学生の卒業をお祝いした後に乳がんについて話し合い、
啓発ボードを掲げてキャッチSOSの撮影を行いました。また3月8日には
SI郡山主催の国際女性デーイベントに会員6名で参加し、他クラブとの
交流を深めました

SI八戸では、キャッチ！
SOSキャンペーン国際女性
デーの活動の一環として、
今年は3月例会前に全員が
ピンクリボンをつけ、乳が
ん撲滅のキャンペーンボー
ドとミモザの花束を持ち、
集合写真を撮りました。
また、プログラム委員会で
は毎年3月に会員に向けて
健康診断受診を呼びかけを
行っています。

SI 福島 2026.2.26

SI 八戸 2026.3.19



3月8日国際女性デー当日が当クラブ開催のチャリティーコンサートだっ
たこともあり、コンサート会場での啓蒙活動を行いました。会場入り口
に乳がんの早期発見についてのキャンペーンボードを掲示し、来場者に
見ていただくとともに、コンサートプログラムと一緒にチラシ配布し、
広く啓発を行いました。

私たちSIいわきは、「国際女性デー」に
合わせて昨年に続きピンクリボンプロ
ジェクトを立ち上げ会員手作りの吉兆結
びで200個作り、道の駅で乳がんの早期発
見、早期診断、早期治療の重要性を伝え、
会員7名で啓発活動を行いました。

SI 石巻サン・ファン 2026.3.８

SI いわき 2026.3.29



SI いわき中央 2026.4.14

SI 岩手リアス 2026.3.22

好間町商工会女性部の皆さんの総会後に
「国際女性デー」に合わせ、ピンクの
ジャンパーを着てキャンペーン用の旗を
掲げてパンフレット、ティッシュを配り、
啓発活動を行いました。私達会員は2名
の参加でした。

3月8日の国際女性デーに合わせ、サンリアでピンクリボン運動とチャリティ
バザーを開催。乳がん早期発見の重要性を伝えるため、相談先を記載した
ティッシュを配布し、多くの来場者に啓発しました。



2026年３月１日（日）午後１時より会員7名にて気仙沼イオン玄関前で
「国際女性デー」を前に買い物客や卒業式おわった学生さんなど市民に
チラシとポケットテッシュなど配布しキャンペーン活動を行いました。
ピンクの旗の元次々と会員の手から手へ のぼり旗が元気にはためいて
いました。地元新聞社の取材もあり活気にあふれ市民の皆様にアピール
することが出来ました。

長沼町夕やけ市にて ピンクリ
ボンティシュを配布いたしまし
た。JAながぬま代表理事組合長
も共に参加頂きました。
参加人数は ５名です。

SI 気仙沼 2026.3.1

SI 北広島 2025.9.27



のぼり、ｷｬﾝﾍﾟｰﾝﾎﾞｰﾄﾞを掲げ、身近にいる女性に乳がん検診の必要性を周知
してほしいと男性にも声掛けし、ﾘｰﾌﾚｯﾄ入りﾃｨｯｼｭを５０部配布しました。
地方紙にも掲載していただけました。会員８名参加。

SI 北見みんと 2026.3.8

SI 郡山 2026.3.8

3月8日（日）「国際女性デーなつかしの昭和うたごえ喫茶」を開催、約250
人が来場。昭和歌謡20曲を参加者と一緒に歌う他、各委員会ブースを設置し、
国際ソロプチミストの活動周知と活動支援のＰＲを広く広報した。



国際女性デーにちなみ、3月8日にミモザ茶会
を開催し、乳がんの現状や早期発見の大切さ
を学びました。3月例会でも乳がん検診の重
要性について話があり、その大切さを改めて
実感し意識向上につなげました。

SI 釧路アミティ 2026.3.8/3.24

SI 紋別 2026.3.18

3月度例会にて出席者5名で啓発活動を行いました。



国際女性デーに合わせて、乳がんの
早期発見へのメッセージを測量山ラ
イトアップに託しました。
また、2月28日に開催したチャリ
ティーイベント会場にて、旗を掲示
し啓発活動を行いました。

SI 室蘭 2026.2.28/3.8

SI むつ 2026.3.14

毎年むつ市の図書館で開かれているコンサート
の開催前にむつクラブ会長が挨拶の中で、当ク
ラブの活動、国際女性デーについて説明し、80
名近くの来場者の方々に女性のガンに関するパ
ンフレット、DVカード、むつクラブのしおりな
どを配布しました。



３月１４日（土） 午後３時から、ヨークベニ
マル南陽店の店頭で、買い物に訪れたお客様に
乳がん検診を受けましょう と呼びかけながら、
２００個のポケットティッシュを配りました。
会員７名が参加しました。

国際女性デーにあわせて子育て支援センターひまわりらんどにてキャッチ！
SOS 婦人科検診受診の啓蒙活動を行いました。子育て世代の若いお母さん
に婦人科検診の重要性を訴え、乳がんのセルフチェックシートで説明をしま
した。また子宮頸がん啓発活動のシンボル ティール＆ホワイトリボンを付
け子宮頸がんに関するリーフレットと乳がんセルフチェックシートを入れた
ポケットティッシュを配り、大切な家族の為に婦人科ガンの早期発見を！と
お話させて頂きました。中にはまだ受診の経験が無いお母さんもいらっしゃ
り各自治体で実施されている受診の支援についてもお話しました。

SI 南陽 2026.3.14

SI 名寄 2026.3.12



3月5日能代市役所子育て支援課へ乳がん検診
グローブと手作りの折り紙をセットにして寄
贈しました。乳幼児健診に訪れた母親に手に
とってもらえますように。
とっても市役所の課の方々に喜ばれました。

2 月 25 日（水）２月
例会後に 国際女性デー
シンボルフラワーのミ
モザアレンジメント作
成を会員皆で楽しみな
がら、女性デーの意義
を話し合いました

SI 能代 2026.3.5

SI 帯広 2026.2.25



会員19名が参加
乳がん予防の大切さを伝えるキャッチフレーズを掲げ、検診受診と早期発
見の重要性を呼びかけました。

SIおとふけは『乳がんの早期発見』の啓発
活動を3月例会時に思い思いのメッセージを
書いてもちボードを掲げて集合写真を撮影
しました。

SI おとふけ 2026.3.18

SI 帯広みどり 2026.3.23



３月5日、SI留萌では松下会長他1名で、るもい健康の駅へ。
「乳がん予防」の啓発カード入りポケットティッシュ100個
を受付に置かせて戴きました。セルフチェックの仕方が説明
されたカードを、ぜひ活用して欲しいです。

３月業務例会は篠村
ガバナー公式訪問。
篠村ガバナーにも国
際女性デーのキャン
ペーンボードにご記
入いただき一緒に写
真を撮りました。

SI 留萌 2026.3.5

SI ルンベル旭川 2026.3.19



３月通常例会にて、広報委員長が国際女性デーの起源、意義、現状など
スピーチしました。また、札幌市作製の乳がん・子宮がん検診のリーフ
などを会員に配布し、受診を呼び掛けました。
当日の出席者は１７名です。

SI 札幌 2026.3.17

SI 札幌中央 2026.3.1

ピンクリボンの思いを世界へ3月8日の国際女性デーにあわせSI札幌中
央ではピンクリボンの活動の一環として「乳がん早期発見」の大切さ
をお伝えしています。3/1に開催した「留学生招待ひな祭りパー
ティー」では参加してくださった海外の女性の皆様に乳がん早期発見
を呼びかけるリーフレットをお配りしました。ピンクリボンの輪が国
境を越えて広がっていくことを願いこれからも私たちは女性と女児の
未来を支える活動を続けてまいります。



「札幌日大高校生との夢を拓く茶話会」開催にあたり、キャンペーンボード
とピンクジャンパー、のぼり、ピンクリボンを活用して【国際女性デー：
キャッチ！SOSキャンペーン活動】を行い、啓発と学びを深められました。

仙台クラブは“キャッチ！SOS”キャンペーン運動の一環として、2015年
より毎年、3月の「国際女性デー」に合わせ、乳がん勉強会を実施してい
ます。日本では近年、60代70代の乳がんの罹患率が増えていること、早
期に発見すれば多くの方が治る病気であること、自分で気が付くことが
出来る可能性のあるがんであることなど、資料を基に勉強することに
よって、改めて定期健診やセルフチェックが大事であることに気づく時
間となりました。

SI 札幌ノイエ 2026.2.7

SI 仙台 2026.3.19



3月8日「国際女性デー」に合わせて会員6名が参加し、新庄市民プラザ
にてプラカードを持ち乳がん早期発見につとめるよう声がけをしなが
らポケットテッシュ100個を来場者に手渡しました。

石川町のモトガッコにおいて、キャッチSOSキャンペーンとして「乳がん検診の
早期受診（ﾋﾟﾝｸリボン）」「女性に対する暴力撤廃」「児童虐待防止（オレンジ
リボン）」などのパンフやチラシを作って来場していたみなさまに内容を説明し
ながら配布をし、協力を呼びかけました。

SI 新庄 2026.3.8

SI 須賀川 2025.11.3



この度、キャッチSOSキャンペーンでは、国際女性デーにちなみ、「乳がん
の早期発見に努めましょう！」をテーマとしたキャンペーンを開催いたしま
した。3月6日から17日まで、滝川市役所ロビーにおいて「国際ソロプチミス
ト滝川活動ポスター展」を開催し、啓発活動の一環としてSOSキャンペーン
のキャッチボードを掲示するとともに、乳がん予防啓発用のポケットティッ
シュを配布いたしました。また、ポケットティッシュを自由にお持ちいただ
けるよう期間中に設置したボックスは大変好評で、連日補充を行いました。
市民の皆様のご理解を深めていただくうえでも、本ポスター展と並行して実
施した本キャンペーンは効果的であったと感じております。

3月の例会にてキャッチフレーズの
アイディアを出し合い、ポスター
を作成しました。今回はセルフ
チェックの大切さを呼びかけます。
今後クラブの行事の折に掲示した
り、会員の事業所に掲示したりし
て活用を図ります。

SI 滝川 2026.3.6

SI 田村 2026.3.17



SI 天童 2026.3.2

SI 苫小牧 2026.3.30

２０２６年３月２日あづま荘ロビーにて、ピンクジャンバー着用したメンバー
８人が宿泊客に「乳がん早期発見・死亡0」ポケットティッシュを手渡し乳が
ん検診と自己検診を勧めた。事務局となっている、ほほえみの宿滝の湯のカウ
ンターにもPRのポケットティッシュを５０個設置し、宿泊客に乳がん検診と自
己診断を進めた。

会員１２名で生理用品キットを作製しました。
ハンドタオルを手縫いで簡易ポーチにし、そこ
に生理用品を入れて持ち歩けるようにしました。
生理用品一式と一緒に後日ウイメンズ結様やこ
ども食堂などに寄付いたします。



３月８日（日）市内ショッピングセンターに
て乳がん撲滅のキャンペーンを行いました。
事前に当日配る資料をポケットティッシュと
共に袋詰め作業をしたSクラブの苫小牧中央
高校の生徒・先生９名、はまなす会員７名、
市役所保健師１名にて お店を訪れる方々に
手渡し検診の大切さを伝えました。

「国際女性デー」に因んで、会員の中には病院経営を
している方がおり、とても身近な産婦人科・小児科三
井病院様で“キャッチＳＯＳ”～乳がんの早期発見に
つとめましょう ～というフレーズで活動を実施致し
ました。多くの女性の方にパンフレットを配ったり、
病院では乳がんの模型も準備していただき実際に体験
することができました。

SI 苫小牧はまなす 2026.3.8

SI 鶴岡 2026.3.7



３月８日の国際女性デーにあわせて「乳がん早期発見」啓発チラシ３００枚を作成
した。チラシは会員の手作りで、毎年趣向を凝らしている。配布先は山形市役所を
通して市内コミュニティーセンター２０か所へ２００枚、市内公民館７か所へ７０
枚、山形市社会福祉協議会ファーラへ３０枚である。このうち、会長エレクト・プ
ログラム委員２名・広報委員１名、計４名が出向いた社会福祉協議会への贈呈は国
際女性デーの記事として３月５日の山形新聞に掲載されたほか、電子版山形新聞キ
ジクル(YouTube)に「乳がん早期発見、願いをチラシに 国際ソロプチミスト山形
が寄贈」として会長エレクトの談話などが４月まで３０日間公開されている。

「国際女性デー」の３月8日（日）の午前１０時前から「乳がんの早期発見」
のチラシをティッシュペーパーに入れ「スーパーおーぼん」の店頭で配布し
ました。多くの来客の皆さんから快くもらっていただきました。一人でも多
くの方に知っていただけたらいいなと思っています。珍しく雪降りの寒い日
でしたが会員7人で活動しました。

SI 山形 2026.2.24～3.3

SI 山辺 2026.3.8



秋田ふるさと村の「かまくら」をお借り
して、２００人以上の来場者に甘酒や焼
き干し芋を振舞い、「乳がんの早期発見
に努めよう」・「健診を受診しよう」と
呼び掛けながらティッシュやマスクを配
付しました。
会員９名で実施。

SI 米沢 2026.3.17

SI 横手 2026.2.14

3月8日『国際女性デー』に合わせて3月17日、
広報委員長・会員2名で、米沢市役所、アク
ティー米沢の「くても」、米沢市すこやかセン
ターの「もくいくひろば」を訪問し、キャッチ
“SOS”キャンペーンボードとチラシ入りポ
ケットティッシュをカウンターに設置させてい
ただきました。


